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前回指摘事項とその対応案について 

 

委員指摘事項 対応案 

燧灘北西部、広島湾西部、響灘及び周防灘に関する水生生物保全に係る水域類型指定につ

いて（前回資料７別紙） 

＜p.13＞ 

周防灘（大分県宇佐市地先）にハマグ

リの保護水面があるが、種苗生産なのか、

それとも天然のハマグリが生息している

のか。 

過去のデータはないか。 

（山室委員、須藤委員長） 

 当該海域において、大分県及び漁業協同組合

が平成 16 年までハマグリの人工種苗及び天然

種苗を放流している。 

天然のハマグリが生息しているか否かにつ

いての情報は収集できなかったが、周防灘にお

ける漁獲量の推移、保護水面における推定資源

量の推移を見る限り、種苗放流によるハマグリ

が大半を占めているものと考えられる。 

【別紙１ p.５】 

＜p.15＞ 

周防灘には、底層で溶存酸素量（Ｄ

Ｏ）がほぼ飽和に近い地点があるが、

鉛直的によく混ざっているのか確認

したい。鉛直分布の図はないか。 

（木幡委員） 

大分県海洋水産研究センター（当時）が平成

15 年に実施した調査の結果をもとに鉛直断面

図を作成した。 

 また、水産大学校等が実施した測定結果をも

とに水温及びＤＯ濃度の鉛直断面図を作成し

た。 

 底層の貧酸素状態が同一地点で長期間継続

している状況は観察されていない。 

【別紙２ p.７】 
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出典：大分県資料、大分県漁業調整規則 

図 3.2 水産資源法に基づく保護水面の概要

響灘周防灘 ※前回資料７【抜粋】 
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※平成 19～21年の夏季底層ＤＯのうち、ＤＯ濃度分布が最も悪化した平成 19年を掲載した。 

※測定位置：海底直上 1m 出典：環境省広域総合水質調査結果 

 

図 3.4 夏季底層 DOの分布（平成 19年） 

 

響灘周防灘 ※前回資料７【抜粋】 
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（１）周防灘のハマグリ保護水面について 

 ① 稚貝放流等の有無 

 「栽培漁業種苗生産、入手・放流実績」（水産庁、水産総合研究センター、平成 7～27 年）によれ

ば、平成 16 年度までは、大分県の周防灘海域で大分県および漁業協同組合によるハマグリの放流が

行われていた（図-1）。 

 なお、放流種苗のサイズ（殻長）は年度によって異なるが、人工種苗が平均 1～5mm、天然種苗が平

均 34～68mm である。 
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図-1 大分県（周防灘）におけるハマグリ放流量の推移 

          （出典）水産庁、水産総合研究センター 「栽培漁業種苗生産、入手・放流実績（全国）」 

            注）人工種苗は、大分県が生産した種苗である。 

 

 

 ② 漁獲量の推移 

 「大分農林水産統計年報」（農林水産省九州農政局）によれば、平成 14 年までは周防灘で 50ｔ～100

ｔ前後の漁獲量があったが、平成 15 年に激減した。平成 18 年までは「はまぐり類」が統計の対象種

として分離されていたが、平成 19 年以降は「その他の貝類」に含まれているため、漁獲統計から最

近の推移を確認することはできない。 

 なお、平成 18 年の大分県周防灘海域（豊前海＋姫島＋国東市）の漁獲量は 6ｔである（図-2）。 

 大分県農林水産研究指導センター水産研究部によれば、現在でも、大分県の周防灘海域でごくわず

かにハマグリが漁獲されている。 

 「ハマグリ保護水面調査」（平成 16 年 大分県海洋水産研究センター）によれば、周防灘（大分県

宇佐市地先）のハマグリを保護対象とする 3 箇所の保護水面全てで資源量が推計されていた（図-3）。 

 大分県農林水産研究指導センター水産研究部によれば、ハマグリ保護水面調査は平成 16 年度まで

実施されたが、それ以降は行われていない。 
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資料２－別紙１ 
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図-2 大分県におけるハマグリ漁獲量の推移 

             （出典）農林水産省九州農政局 「大分農林水産統計年報」 

               注）平成 19 年以降は「その他の貝類」に分類されているため、分離できない。 

 

 

 

図-3 ハマグリ保護水面におけるハマグリ推定資源量の推移 

（出典）「ハマグリ保護水面調査」 （平成 15 年度 大分県海洋水産研究センター事業報告） 
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（２）周防灘における溶存酸素濃度について 

 ① ＤＯ鉛直断面の事例（１） 

 沿岸域では、大分県農林水産研究指導センター

水産研究部によって、おおむね月 1 回の頻度で浅

海定線調査が実施され、水温、塩分、ＤＯ等の水

質が測定されている。鉛直方向には、海面のほか

2～3層で観測が行われている（p.4 表-1参照）。 

 近年では 8月に沖合部の調査が実施されないこ

とが多いため、やや古いデータであるが、ＤＯ濃

度が低下した平成 15 年 8 月の観測結果より鉛直

断面（5-7-15-14 断面及び 18-11-10-9-13 断面）

を作図した（図-5～図-6）。 

 

＜5-7-15-14 断面＞                    ＜18-11-10-9-13 断面＞ 

   

             図-5 水温の鉛直断面図（平成 15 年 8 月） 

 
＜5-7-15-14 断面＞                    ＜18-11-10-9-13 断面＞ 

   

              図-6 ＤＯの鉛直断面図（平成 15 年 8 月） 

                 注）1.4286 mg/L ＝ 1.0 ml/L で換算した。 

 
図-4 浅海定線調査の調査地点と作図断面 

（出典）大分県海洋水産研究センター事業報告 

資料２－別紙２ 
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  （出典）「平成 15 年度 大分県海洋水産研究センター事業報告」 

表-1 
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図-7  水質観測点 
 

   ●：観測地点（St.1,2,4,5）、○観測地点（St.3） 

   ▲：苅田港湾事務所波浪観測塔 

   ★：行橋気象観測所（アメダス） 

（出典）岸本ほか「周防灘豊前海における溶存酸素変動と 

    海洋構造について」水産大学校研報 56（1）2007 

 ② ＤＯ鉛直断面の事例（２） 

 

 平成 17 年夏季に、水産大学校等の機関が実

施した福岡県沿岸域における水質の連続観測

（15 日間）の結果を抜粋して示す。 

 調査地点を図-7 に示す。St.3 の底上 1ｍに

ＤＯ計を設置して底層ＤＯの連続観測を行う

とともに、8/17、8/25、9/2 の 3 回、5 測点で

ＣＴＤを用いて水温、塩分、濁度、ＤＯなど

の鉛直分布を測定している。 

 調査期間中における St.3の底上 1ｍのＤＯ

は大きく変動しているが、溶存酸素飽和度に

換算して約 50％を上回ってはいない（図-8）。 

 水温およびＤＯの鉛直断面図を図-9 に示

す。ＤＯは 8/17 は St.4,5 の底層で 4.0mg/L

以下とやや低いのを除いて、ほぼ全域で

5.5mg/L 以上であるが、8/25 は St.1 の底層で

2.0mg/L 以下となっている。 

 

 

 

 

図-8  St.3 における底上 1ｍの濁度、ＤＯの変化（8/18～9/1） 



 10 

          ＜水 温＞                    ＜ＤＯ＞ 

  

 

図-9  水温およびＤＯ濃度の鉛直断面図（8/17、8/25、9/2） 
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